
安曇野市教育委員会
生涯学習・施設の催し
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市
体
育
施
設
の
開
場
時
間
・
予
約
方

法
・
使
用
料
・
減
免
基
準
の
見
直
し
を

予
定
し
て
い
ま
す
。こ
の
見
直
し
案（
骨

子
）
に
対
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
か
通

勤
、
通
学
す
る
人
。
市
内
で
事
業
な

ど
を
行
う
個
人
や
団
体
、
ま
た
は
市

体
育
施
設
を
利
用
す
る
人
や
団
体
な

ど
。

●
閲
覧
方
法　

生
涯
学
習
課
お
よ
び
穂

高
・
三
郷
・
堀
金
・
明
科
公
民
館
、

各
支
所
地
域
課
、
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
「
く
る
り
ん
広
場
」
ま
た
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

●
提
出
方
法　

任
意
の
用
紙
に
意
見
、

提
言
を
日
本
語
で
記
載
し
、
個
人
の

場
合
は
、
住
所
（
ま
た
は
勤
務
先
、

学
校
名
）・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、

法
人
の
場
合
は
、
法
人
名
、
代
表
者

名
、
所
在
地
、
電
話
番
号
を
必
ず
明

記
の
上
、
郵
送
・
持
参
・
フ
ァ
ク
ス
・

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

必
要
事
項
の
記
載
が
な
い
場
合

や
、
電
話
、
口
頭
に
よ
る
受
け
付
け

「
新
春
さ
わ
や
か
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
」

参
加
者
募
集
！

１
年
の
幕
開
け
を
マ
ラ
ソ
ン
で
さ
わ

や
か
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
！
2
キ
ロ
、

3
キ
ロ
、5
キ
ロ
の
コ
ー
ス
の
中
か
ら
、

自
分
に
適
し
た
距
離
を
自
分
の
ペ
ー
ス

で
走
り
ま
す
。

●
日
時　

１
月
１
日
（
木
）
午
前
11
時

ス
タ
ー
ト

●
集
合
場
所　

午
前
10
時
30
分
ま
で
に

堀
金
多
目
的
屋
内
運
動
場
「
常
念
ド

ー
ム
」
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

●
参
加
料　

１
人　

１
０
０
円
（
保
険

料
）
当
日
、
受
付
の
際
に
徴
収
し
ま

す
。

は
で
き
ま
せ
ん
。

●
送
付
先　

〒
３
９
９
︲
７
１
０
２

　

安
曇
野
市
明
科
中
川
手
２
９
１
４
番

地
１　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進

担
当

msh
og

aig
ak

u
sh

u
@

city
.

azum
ino.nagano.jp

●
募
集
期
間　

12
月
17
日
（
水
）
～
１

月
16
日
（
金
）

●
結
果
の
公
表　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た

意
見
な
ど
の
募
集
結
果
は
内
容
を
と

り
ま
と
め
、
市
の
考
え
方
と
共
に
公

表
し
ま
す
。（
提
出
者
に
関
す
る
情

報
は
公
表
し
ま
せ
ん
）。
個
々
の
ご

意
見
に
対
し
て
直
接
の
回
答
は
し
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。ま
た
、

見
直
し
案
に
関
す
る
説
明
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
（
申
し
込
み
は
不
要
）。

●
申
し
込
み　

申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
当
日
、
集
合
場
所
へ
お
集
ま
り

く
だ
さ
い
。

「
第
9
回
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ

レ
ス
ト
ラ
ン
」
参
加
者
募
集
！

誰
で
も
気
軽
に
で
き
る
軽
ス
ポ
ー
ツ

を
家
族
で
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
冬

場
の
運
動
不
足
解
消
に
お
す
す
め
で
す
。

●
日
時　

１
月
18
日
（
日
）
午
前
9
時

初
心
者
か
ら
中
級
者
ま
で
、
経
験
豊

富
な
講
師
が
楽
し
く
安
全
に
滑
走
で
き

る
よ
う
に
、
分
か
り
や
す
く
指
導
し
ま

す
。
楽
し
み
な
が
ら
ス
キ
ー
の
上
達
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

2
月
1
日
（
日
）

集
合　

午
前
6
時
45
分

解
散　

午
後
4
時
30
分

●
場
所　

白
馬
さ
の
さ
か
ス
キ
ー
場

（
集
合　

穂
高
会
館
）

●
対
象
者　

市
内
小
学
4
年
生
～
6
年

生
（
初
心
者
～
中
級
者
）

●
定
員　

30
人
（
抽
選
）

●
経
費　

１
９
４
４
円（
リ
フ
ト
代
、

昼
食
代
含
む
）
を
予
定
。
ス
キ
ー
レ

ン
タ
ル
希
望
者
は
、
別
に
１
０
８
０

円
が
必
要
で
す
。

●
講
師　

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
ほ
か

●
申
し
込
み　

１
月
6
日
（
火
）
か
ら

8
日（
木
）（
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

の
間
に
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
兄
弟
や
友
人
同
士
で
の
参
加

を
希
望
す
る
場
合
は
、
申
し
込
み
の

際
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

～
正
午（
受
付　

午
前
8
時
45
分
～
）

●
場
所　

堀
金
総
合
体
育
館

●
対
象　

大
人
（
中
学
生
以
上
）
と
子

ど
も
（
小
学
生
以
下
）
の
チ
ー
ム

●
参
加
料　

一
チ
ー
ム
５
０
０
円
（
ス

ポ
ネ
ッ
ト
常
念
会
員
の
い
る
チ
ー
ム

は
３
０
０
円
）

●
申
し
込
み　

１
月
9
日
（
金
）
ま
で

に
堀
金
総
合
体
育
館
窓
口
で
所
定
の

申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
参
加
料
を

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
度
に
当
館
１
階
企
画
展
示

室
で
、
各
種
展
示
等
を
行
い
た
い
人
、

団
体
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
方
法　

企
画
展
申
込
書
を
当
館

へ
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
当
館
の
受
付

カ
ウ
ン
タ
ー
に
備
え
置
き
ま
す
。

●
募
集
期
間　

1
月
31
日
（
土
）

※
締
め
切
り
後
で
も
随
時
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。

●
送
付
先　

〒
３
９
９
‐
８
１
０
１

安
曇
野
市
三
郷
明
盛
３
２
０
９

貞
享
義
民
記
念
館

●
そ
の
他　

企
画
内
容
に
よ
っ
て
は
採

用
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

ためして安曇野検定 クイズ

Ｑ Ｕ Ｉ Ｚ Ｎｏ 14

問題１　安曇野市の名誉市民の１人で、
社会派映画の巨匠として活躍した熊井
啓の作品として、適切でないものはど
れでしょうか。

①帝銀事件　死刑囚
②黒部の太陽
③真昼の暗黒
④海と毒薬

問題２　穂高地域の牧地区の特産で、「信
州の伝統野菜」にも認定されている野
菜は何でしょうか。

①牧大根　　②牧なす
③牧かぶ　　④牧菜

問題３　市内にある公園とその公園があ
る地域の組み合わせが適切でないもの
はどれでしょうか。

①松尾寺山公園・穂高地域
②かじかの里公園・堀金地域
③龍門渕公園・明科地域
④室山アグリパーク・三郷地域

問題４　荻原碌山は画家を志し渡仏して
いますが、その時に出会ったある彫刻
作品に衝撃を受け、彫刻家の道を歩み
始めています。碌山に影響を与えたこ
の彫刻作品とは何でしょうか。

①マグダラのマリア
②ミロのヴィーナス
③考える人
④接吻

答えは 21 ページ

生涯学習課社会教育担当（462・4565）

ス
ポ
ネ
ッ
ト
常
念
の
催
し

堀
金
総
合
体
育
館
内
ス
ポ
ネ
ッ
ト
常
念
事
務
局

 

72
・
６
３
４
０

企
画
展
の
募
集

貞
享
義
民
記
念
館

77
・
７
５
５
０ 

77
・
７
５
５
１

穂
高
公
民
館

小
学
生
ス
キ
ー
教
室
の
参
加
者
募
集

穂
高
公
民
館
内
地
域
課
地
域
担
当

82
・
５
９
７
０ 

82
・
３
９
９
０

意
見
を
募
集

市
体
育
施
設
の
管
理
お
よ
び

運
営
等
に
関
す
る
見
直
し

生
涯
学
習
課　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

期日 場所

１月 9日（金）豊科交流学習センター「きぼ
う」多目的交流ホール

12日（月）穂高公民館第 2 会議室
14日（水）堀金支所 301 大会議室
15日（木）三郷公民館講堂
16日（金）明科公民館講堂

●説明会日程

※時間は午後 7 時～

社会教育施設の使用料減免を登録申請する団体の皆さんへ
生涯学習課スポーツ推進担当　462・4565 662・3525

　公民館や社会体育施設、学校開放施設の使用料は、原則、有料です。ただし、
社会教育の振興を目的として活動を行なっている団体と認められた場合は、申
請に基づきその使用料が減免されます。このような活動を行い、継続的、定期
的に活動している団体は、平成 27 年度分の減免団体登録を申請してください。
登録は年度ごとに必要です。
●申請期間　１月5日（月）～30日（金）※審査結果は、申請者に郵送で通知します。
●減免の基準　市ホームページと各地域公民館で確認できます。
●申請方法　申請方法の詳細や注意事項は、市ホームページ、各地域公民館と体育施設に掲示します。
　　　　　　申請書類は１月 5 日から同所で入手できます。

新春さわやか元旦マラソン

ファミリースポーツ
レストラン

荻原碌山


